













平成 24 年 3 月 27 日
学位記番号 歯博第 589 号





















抜去歯から剥離し 3"'5 代継代して得たヒト歯根膜由来細胞を， poly (E -caprolactone) (PCU , 





ルム上では細胞が重層化した組織を形成した。培養 4 週間後では，孔径 10μm の PSt 製ハニカムフィ
ルム上の細胞群からガラス上と比べて多量のオステオカルシン (OCN) とオステオポンチン (OPN)
の発現が見られ，カルシウムの産生も観察された。
本研究により，ハニカムフィルム上で培養された歯根膜由来細胞は，フィルムの孔径，材質によっ












目指して， in vityO において同フィルムを用いてヒト歯根膜細胞を培養し，細胞の増殖・分化に及ぼす
影響を検討したものである。
実験には，下村らの方法により poly (E -caprolactone) (PCL) あるいは polysteren (Pst) を用いて作製






Pst 製(孔径 10μm) ハニカムフィルム上で培養した細胞は 分化マーカーであるオステオポンチン
(OPN) およびオステオカルシン (OCN) mRNA を強発現しており，タンパクレベルで OPN 産生が確
認されるとともに，培養 4週間後には石灰化組織を von Kossa 染色で検出した。これらの知見から，ハ
ニカムフィルム上で培養された歯根膜細胞はフィルムの孔径・材質によって細胞の挙動を変化させて，
細胞の自己組織化のみならず硬組織形成細胞への分化を誘導できることが明らかとなった。
以上示してきた通り，本研究は，細胞増殖因子を添加することなく，細胞の増殖・分化の誘導が可
能な機能性スキャフォールドとしてのハニカムフィルムの可能性を示したものであり，同フィルムを
用いた新規歯周組織再生治療開発の端緒となるものである。よって本審査委員会は岩間張良君の提出
した論文を博士(歯学)の学位に相応しいものと判断する。
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